
名もなき南部女に捧げる刺しの花

「世界のムナカタ」 として国際的な評価を得た版画

家・棟方志功(19 03-1975)は、生まれ故郷・青森に

ついて次のような言葉を残しています。

「わたくし は東北の生まれですが、東北も 一 番はじの

冬が長く亙が短い、苦難の多い土地に育ちま した。

そこでは、百姓は苦労して仕事をしても、わずかな収穫

し か得られず、夏あたりから寒い風が吹いて、いつも

凶作ばか り、豊作どいう言葉は聞いたこどの ない土

地に生まれました。易の方でも東北をさして鬼門ど言

います。その土地に生をうけた、どいうこどはなんかいう

宿命であったか 。こういう宿命は自分 一 人の もの では

なく、土地の受けた宿命です。」（「板画の道」 1956年）

東北地方の中でも青森県は寒冷な土地柄に起

因する不毛な土地であり、 そこでの暮らしは常に貧

寒との共存でした。 厳しい環境を懸命に生きた人、

飢えや寒さで失われる命の話は遠い昔話ではなく、

1930年の昭和農業恐慌や1934年の記録的大凶作

と、度重なる苦難に見舞われる故郷に、棟方は連綿

と続いてきた鬼門の気配を感じていたことでしょう。

そのような中でも、人々は懸命に生き抜く知恵と工夫

を凝らしました。 南部菱刺しもそうして生まれ、 遺さ

れました。

東京都出身の天羽やよいが南部菱刺しと出会った

のは、 八戸市に移住した翌年の1976年。 公民館で

行われた胸部X線検診のレントゲン車の中でした。

「苦手な針仕事」に興味も沸かず、その時のことも

忘れかけていた翌年、 偶然立ち寄った書店で引き

寄せられるように田中忠三郎著「南部つづれ菱刺し

模様集」(1977年）を手に取ります。 はじめは模様を

眺めるだけでしたが、 そのうち本を師として独学で

刺し始めたのです。 天羽の作品は、独創的な模様

の組み合わせと草木染めの色彩が高い評価を得て、

展示会に教室にと活動を広げてきました。

そんな中、天羽の針が止まる出来事が起きます。

1995年の阪神・淡路大震災です。 自分の仕事を活

かして復興支援にあたるボランティアの姿を見て、

「菱刺し」 という仕事が何の役に立てるのか自問自

答する中、針を進めることができなくなったのです。

菱刺しは、 生きるために必要不可欠な衣服の補強

と保湿のために、農村部の女性たちが生み出した命

に連なる手しごとだったはず。 なのに、 今の自分は

目新しさを追った実用性に欠くものを作っている…。

これまでの自分の刺しに意義を見出せなくなった天

羽は、 仕方無しに菱刺しの歴史に立ち返り、 南部の

女性たち、南部女と同じ刺し・同じ時間を感じるこ

とができる「総刺 し（布一 面隙間なく刺し埋める刺し）」

だけを やっていこうという答えに辿り着きました。

そして、 もともとの菱刺しの在り処だった 「衣類」、

この先も在り続けるだろう和服の

刺しの居場所を定めました。

「帯」 に、 自分の

しかし、 東日本大霞災を経て、 何色もの糸を使う

刺しへの違和感が生まれます。 仕方なく一色の糸だ

けで刺すようになったある日、「あたしたち、

（多彩な）刺しはやったことないよ」と、南部女の声を

聞いたといいます。

そんな

はっと思い返し、「阪神・淡路

大震災の後、昔の南部女は、華やかな色彩の菱刺し

を見ただろうか。いや、300年前の菱刺しは、糸や布

の豊かさも色彩もない、ただ暮らしの知恵として育

んできたものだったはず」。 改めて歴史と自分の中の

「南部女」に向き合った天羽の刺しは、 南部菱刺し

の特色ともいえる色彩をそぎ落とした一 色の総刺し

へと昇華します。

無心に針を進めるこどで、 針ど 自分 がひどつ

になる。 そして刺した時間分の模様が浮かび上がる

どき、そこに自分ど刺しの存在の 『 確かさ 』 を感じる。

そう語る天羽がたと゜り着いた制作の境地は禅的

な思想にも似ています。

刺すことはこの地で生きることと不可分であると

いう天羽が創り出す南部菱刺しは、 名もなき南部女

たちへの供蓑であり、刺しはこの地に受け継がれた

祈りのふるまいなのです。

八戸ボ ータルミュ ー ジアム学芸員
伊多波麻衣子

天羽や よい （あもう・やよい）

1948年東京生まれ
1975年より青森県八戸市在住

＠南部わらべ(2019年）

南部菱刺し制作 者・青森県伝統工芸土。 南部菱

剌しを生活の中心において八戸での日々を過ごす

天羽は独学で南部菱刺しを習得してきた。 青森県

民藝運動の中心人物であった青森県民藝協会会長

の相馬貞三氏 (19 08-1989) との遡垣や民俗学者・

田中忠三郎氏(19 3 3-201 3)との交流を経て、 南部

菱刺しの生まれた歴史的背景と「名もなき南部女」

～生活の中から生まれた南部菱刺し～

南部菱刺しは、 青森県西部の津軽こぎん刺しと山形県の庄内刺し子

と並び、日本三大刺し子の一 つに数えられる伝統的な手しごとです。

江戸時代後斯に青森県東部を含む南部地方農村部で発祥したとい

われ、 現在は青森県伝統工芸に指定されています。

寒冷地ゆえに綿花が育たない青森県では、 保淵性に優れた木綿の

普及が遅く、 布といえば主に自給自足可能な麻でした。 1891年の

東北本線上野青森間の全線開通により綿布が流通し始めたものの、

貧しい農村部では大正時代まで女性たちが自家製の麻を紡ぎ、 機で

織り、 家族全員分の衣服から下着、 おしめに至るまで手作りしていた

そうです。 しかし、日々の農作業や子育ての合間をぬって賄えるのは

必要最小限の且だけ。 子どものおくるみが用意できず間引きが行わ

れた話が伝わるほどに、 布支度は切実で生命に関わる仕事でした。

そのため、 一度作った衣服を補強し、 寒さ厳しい青森の冬に備えて

布の保温性を高めるためにも刺し子は必要不可欠でした。 南部菱刺

しの残された古作（実際に明治～昭和初期に使われていた刺しもの）は、

着物の身ごろから袖先まで隙問なく刺しが施され、 衣服づくりがどれ

ほど大変な仕事だったかが偲ばれます。

こうした名もなき女性たちの手しごとが、200年かけて数々の菱模様に

結実し、「南部菱刺し」 となりました。農民の作業着には不釣り合い

なほど意匠に富んだ精緻な刺しは、貧寒のなかで懸命に生きた女性

たちのささやかな自己表現であり、 家族を寒さから守りたいという祈り

でもあったことでしょう。

天羽やよい展 名もなき南部女に捧げる刺しの花

本展覧会開催にあたり、 ご協力いただいたみなさまに、
八戸ポ ー タルミ ュ ー ジアムと天羽やよいから、
心よりの謝意を表します。

【敬称略•50音順】小田嶋暁子(ROUTE)//11守田礼子／木下牧子
庄司忍／下舘さた／中澤佳子／山本節子／福井裕美子／藤田員佐子
星野美代子／塚田恭子／山口達彦(TRNK）／山本資士(kodica studio) 

を想い刺し続けている。自ら麻で織り八戸の植物で

染めた布に同じく自ら染めた草木染めの糸で刺す

天羽の菱刺しは、絵画的な美しさが評価され、メディ

アにも多数紹介されている。2024年7月に、南部菱刺

しとの出会いからこれまでの制作を綴り、作品写真と

ともにまとめた書籍「南部菱刺し 刺しが教えてくれ

ること」（東京図書出版）を出版した。
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会期：2024年9月14日（土）～9月29日（日）
会場：八戸ポータルミュ ージアム シアタ ー2
主催：八戸ポータルミュ ージアム
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展示会場制作：TRNK ／ビジュアルデザイン：ROUTE
作品撮影：kodica studio 
企画·編集：八戸ポータルミュ ー ジアム伊多波麻衣千
発行：八戸ボータルミュ ージアム(〒031-0032斉森県八戸市三日町11-1)
＠表紙・・・無題(2001年） ＠扉帯作品・・・育夜（六通帯／2020年）
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